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と
海
運 

  

明
治
以
降
、
湯
浅
の
ま
ち
は
有
田
地
方

の
中
心
と
し
て
近
代
化
が
進
み
ま
す
。
中

で
も
、
交
通
の
発
展
は
大
き
な
変
化
を
生

み
ま
す
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
、
金
屋

口
と
湯
浅
を
繋
ぐ
有
田
鉄
道
が
開
通
し

ま
し
た
。
北
橋
付
近
に
は
貨
物
専
用
の

「
海
岸
駅
」
が
、
現
在
の
簡
易
裁
判
所
付

近
に
「
湯
浅
駅
」
が
置
か
れ
、
拡
幅
さ
れ

た
大
宮
通
り
・
蔵
町
を
通
っ
て
、
蔵
町
西

端
の
海
岸
で
発
着
す
る
汽
船
と
を
結
び

ま
し
た
。
湯
浅
港
は
、
有
田
地
方
唯
一
の

定
期
航
路
が
あ
っ
て
、
大
阪
や
名
古
屋
と

繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
２
年
（
１
９

２
７
）
の
国
鉄
「
紀
伊
湯
浅
駅
」
開
業
に

よ
り
、
人
々
や
物
資
の
移
動
は
鉄
道
を
使

っ
た
陸
路
に
な
り
、
湯
浅
町
内
の
有
田
鉄

道
は
戦
時 

中
に
レ
ー 

ル
が
供
出 

さ
れ
、
そ 

の
役
目
を 

終
え
ま
し 

た
。 

蔵町西端の湯浅港の様子 

 

 

 

甚風呂の入り口東側３ヶ所の塀の漆喰が浮き、ひび割れている箇所があり、土が落ちてきて

いる状況になっていました。雨などの影響によるものだと考えられます。このたび、漆喰をす

べてはがし、下地を補修したうえで、あらためて漆喰の仕上げ塗りをして美しい状態を取り戻

しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２月以降、コロナウイルス感染拡大の影響で観光客の姿を見かけることが非常に少なくな

っていました。人が集まるようなイベントの開催が出来ず、甚風呂等の施設を閉館する時期も

あり伝建地区内に活気がなくなっていました。しかし、９月頃から自粛の規制が緩まり、徐々

に観光客の姿を見かけることが多くなってきました。観光バスも来るようになり甚風呂等の

施設を訪れる方も多くなりました。また、後の雛まつり等のイベントを開催し、NHK やテレ

ビ和歌山の取材がありその反響も大きく、現在はコロナ禍以前の観光客数に戻りつつありま

す。現在日本遺産巡りスタンプラリーが行われています。 

 

Facebook で紹介されています 
 湯浅観光まちづくり推進機構の Facebook で伝建地区内の様子が取り上げられています。あ

じさいオープンガーデンや吊るし飾り作りの様子が下記のように紹介されました。湯浅観光ま

ちづくり推進機構の Facebook では湯浅町のことが取り上げられており、その中で伝建地区も

紹介していただいています。右記 QR コードからご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちなみ瓦版 
■令和２年１１月２日 

■第 ５３ 号（案） 

■発行：湯浅伝建地区保存協議会 

■発行責任者：木下 智之 

湯浅伝建地区保存協議会 
 
皆様に瓦版をより身近に感じてもらうために、まちなみ瓦版の記事を
募集しています！ご意見・ご要望などございましたら、右記のまちな
み瓦版編集委員まで連絡をお願いします。 
 

■ホームページ http://www.eonet.ne.jp/~denken-yuasa 
 

編集委員 

半邊 宗五   

妻木 良三 

道津 節子 

楠山 吉雄 

油谷 太一 

～湯浅の歴史について学ぼう～ 第１０回 
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甚風呂の塀を修繕しました 

着工前 修繕後 

報告 



重陽の節句後の雛まつり 大盛況でした！！ 
 ９月６日（日）から１０月１１日（日）の期間で「重陽の節 

句後の雛まつり」を開催しました。それに合わせ「吊るし飾り 

１２０００体プロジェクト作品展」も開催しました。後の雛 

まつりは江戸庶民の間であった風習であり、吊るし飾りは山 

形県、静岡県、福岡県等全国各地で行われています。北町ふれ 

あいギャラリー、甚風呂では雛人形、提供いただいた吊るし飾 

りが色鮮やかに展示されました。岡正、塩路家、立石茶屋では 

雛人形が飾られました。テレビで取り上げられ、その反響も 

大きく多くの方が訪れ、笑顔で楽しんでいました。SNS 等にもアップされ大好評でした。コロ 

ナ禍の今、元気を与えるものとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吊るし飾り作り体験教室 
 １０月４日（日）14 時から北の町老人憩の家で実施しました。講師に中野孝子さんを迎え、

一人一人に丁寧に教えていただきました。参加した１５名の方は教え合い、協力しながら和気

あいあいと吊るし飾り作りを楽しんでいました。吊るし飾り作りに集中し静かになる場面もあ

り、充実した２時間となりました。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
  

今年の３月から開始した吊るし飾り１２０００体プロジェクトに関して町外の方からもたく 

さん作品を提供いただき３０４３体の吊るし飾りが集まりました。（１０月１日現在）一度作品 

展を開催したことにより興味をもっていただいた方も増えたと感じています。提供いただいた 

作品は一度返却し、今後のイベントの際に提供いただくようにしています。 

 １２０００体プロジェクトでは、吊るし飾りを作成していただけるサポーターを募集してい 

ます。興味のある方はお問合せ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

以前、視察研修に訪れた兵庫県たつの市が令和元年１２月に国の重要伝統的建造物群保存地 

区に選定されました。全国で１１９番目、商家町、醸造町として選定されました龍野は淡口醤 

油の発祥の地として知られており、醸造等に関わる重厚な土蔵等をよく残し、中世を起源とす 

る西播磨の城下町としての町並みを形成しています。そのほかにも、寺院、洋風住宅が点在し 

町家を改装したカフェ等もあり、様々な表情を見ることが出来ます。また、映画「男はつらい 

よ寅次郎夕焼け小焼け」のロケ地として知られています。 

 今後も他の伝建地区を紹介していく予定です。 
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立石茶屋の雛人形 北町ふれあいギャラリーの様子 

作成した吊るし飾り 

甚風呂の様子 

吊るし飾り作成の様子 

問合せ先：銭湯跡歴史資料館「甚風呂」 

     〒６４３－０００４ 和歌山県有田郡湯浅町湯浅４２８ 

               電  話：０７３７－２０－２０３３ 

               開館時間：９時３０分～１６時３０分 

               休 館 日：水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日が休館日） 

町並みの様子 

１２０００体プロジェクトからのお知らせ 

伝建トピックス 


